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2017年7月19日 米国経済と株式市場の見通し（2017年7月） 
2017年7月14日 イエレンFRB議長の『議会証言』 

（No.2,813） 
〈マーケットレポートNo.5,536〉 

2017年7月27日 

米国の金融政策（2017年7月） 

FRB保有資産の縮小を早期に開始へ 

 FRBの資産縮小は、当初の想定よりも早く実施さ

れる見通しです。もっとも、物価の落ち着きや、金

融市場に及ぼす影響などを考慮すると、金融緩和

の解除を急ぐ必要はないと判断されます。FRBは、

緩やかな速度で、緩和の解除を進める見通しです。 

 7月25日、26日に開催された米連邦公開市場

委員会（FOMC）は、政策金利（FFレート）の

誘導レンジを1.00％～1.25％で据え置くことを、

全会一致で決定しました。 

 注目されていた米連邦準備制度理事会（FRB）

の資産縮小については、開始の時期を従来の「年

内」から「比較的早期」に変更しました。次回9月の

FOMCで、資産縮小を決定することに関して合意

が形成されたと考えられます。 

政策金利は据え置き 
資産縮小は比較的早期に開始へ 

物価見通しを下方修正 

経済見通しは据え置き 

緩やかなペースで金融緩和の解除を進める見通し 

 26日の米国市場は、ダウ平均株価が上昇、債券

利回りは低下（債券価格は上昇）、米ドルは主

要通貨に対して下落しました。市場では、FOMC

が物価見通しを下方修正したことで、利上げ速度

は緩慢なものになるとの見方が強まったもようです。 

（注1）FFレートは2007年1月5日～2017年7月26日。2008年12月 
      以降のFFレートは誘導レンジの上限を表示。 
（注2）物価上昇率は2007年1月～2017年5月。PCE（個人消費 
      支出）コア物価指数の前年同月比。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント 
        作成 

 声明文によれば、FOMCメンバーの経済見通しは、

前回と同じく「労働市場は引き続き力強さを増し、

経済は緩やかな成長を維持」でした。予測に対す

る短期的なリスクも、同様に「上振れと下振れで概

ね均衡」でした。 

 物価についての評価は、小幅に下方修正されまし

た。すなわち、前回声明文の「物価上昇率は、

（FRBの目標である）＋2％を幾分か下回ってい

る」から、「幾分か」が削除されました。 

【政策金利と物価上昇率の推移】 

（注）データは2007年1月10日～2017年7月19日。週次データ。 
     網掛はQEを実施した期間。QEは量的緩和策のこと。 
（出所）FRBのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【FRBの資産総額】 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/usa/key170714us.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news170719us.html

